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６
月
22
日
（
金
）
・
23
日

（
土
）
、
小
樽
市
の
朝
里
ク
ラ
ッ

セ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
後
志
地
方

本
部
自
治
研
集
会
を
開
き
、
単

組
・
総
支
部
の
ほ
か
、
消
防
協
、

組
織
内
議
員
な
ど
45
人
（
う
ち

女
性
５
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
後
志
総
合
振
興

局
保
健
環
境
部
長
の
廣
島
さ
ん

が
、
「
地
域
医
療
の
現
状
と
道

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
、
同

保
健
行
政
室
企
画
総
務
課
企
画

主
幹
の
高
濱
勝
則
さ
ん
は
「
後

志
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
」
、

地
域
の
医
師
不
足
や
看
護
師
不

足
の
現
状
や
医
療
の
課
題
を
講

演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
内

町
職
執
行
委
員
長
の
村
山
さ
ん

が
、
「
安
心
の
町
づ
く
り
を
考

え
る
集
い
『
岩
内
地
域
に
お
け

る
総
合
病
院
の
あ
り
方
を
問
う
』
」
、

小
樽
市
職
出
身
の
斎
藤
博
行
小

樽
市
議
か
ら
「
北
後
志
に
お
け

る
周
「
原
子
力
防
災
計
画
見
直

し
に
対
す
る
取
り
組
み
か
ら
見

え
て
き
た
原
子
力
防
災
業
務
の

課
題
」
に
つ
い
て
の
自
治
研
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
問
題
や
原
子
力

防
災
の
問
題
は
直
接
、
命
に
係

わ
る
大
事
な
問
題
で
す
。
後
志

地
本
の
自
治
研
集
会
で
参
加
者

が
、
問
題
の
大
切
さ
に
つ
い
て

し
っ
か
り
学
習
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
単
組
で
の
自
治
研
活

動
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

自
治
労
は
、
７
月
を
「
安
全

衛
生
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
快

適
な
職
場
環
境
と
労
働
安
全
衛

生
を
確
立
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

業
務
量
、
労
働
時
間
の
問
題
な

ど
の
報
告
が
多
く
、
そ
れ
ら
を

産
期
医
療
の
現
状
」
、
全
道
庁

後
志
総
支
部
南
方
克
則
さ
ん
が

解
決
す
る
た
め
労
働
安
全
委
員

会
の
活
性
化
や
職
場
点
検
活
動

の
取
り
組
み
強
化
を
お
願
い
し

ま
す
。

各
組
合
員
に
お
い
て
は
、
自

分
の
職
場
状
況
の
点
検
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

そ
こ
で
見
つ

か
っ
た
問
題
は
、
必
ず
組
合
に

相
談
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
へ

の
一
歩
に
な
り
ま
す
。
後
志
地

本
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
相
談
下
さ
い
。
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ちほんのうごき
7月13日（金）2012後志地方本部組織集会（蘭越町）

16日（月）7.16さようなら原発10万人集会（東京都）

20日（金）自治労共済運営委員会（札幌市）

25日（水）道本部自治研推進委員会（札幌市）

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

後
志
地
本
自
治
研
集
会

７
月
は
安
全
衛
生
月
間

45人が参加した自治研集会＝６月22


